
（2014年7月30日開催 2015年3月期第1四半期決算説明電話会議 プレゼンテーション要旨）

・ITホールディングス企画本部長の柳井です。よろしくお願いいたします。
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・本日15：30に発表しました第1四半期決算の内容を中心に、決算説明資料を使って説明させて

いただきます。
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・まず、第1四半期の業績についてです。全体としては順調な立ち上がりといえる内容だったかと

思います。

・事業環境が好調に推移した中、売上高は主要3セグメントの全てで増加し、全体では800億円と

約11％伸びました。利益面は、営業利益が7.5億円、四半期純利益が3.5億円となり、どちらも前

年同期の赤字から黒字転換しました。

・主な要因としては、事業拡大による増収等、工事進行基準の適用案件の増加、不採算案件の

減少が挙げられます。

・工事進行基準の適用案件の増加は、売上高で約35億円、営業利益で約10億円でした。当期よ

りTISにおいて新社内システムが稼働を開始する等、プロジェクト管理のさらなる高度化が可能

となったことによるものです。特に仕掛案件の多い第1四半期においては増加幅が大きくなって

いますが、上期または通期にならしてみた場合の影響は軽微だと考えています。

・不採算案件は当第1四半期に計11億円発生しました。前年同期の14億円から3億円減少しまし

たが、水準としては残念な結果となりました。第2四半期以降、プロジェクトマネジメントの強化

により、不採算案件の抑制に注力していく所存です。
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・セグメント別の状況ですが、先ほど申し上げましたように主要3セグメントの全てで増収となりま

した。金融ITサービスではカード系が牽引、産業ITサービスでは特定の業種ではなく全体的に

伸びています。

・セグメント別の営業利益ですが、増収や稼働率向上等に応じて金融ITサービスと産業ITサービ

スが増益となりました。ITインフラストラクチャーサービスのみ若干減益となっていますが、前年

同期に高利益率であったBPOを含めた一部既存先の規模縮小の影響等によるものです。
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・第1四半期の業種別売上高の状況ですが、銀行等を除いて前年同期比で増加しており、全体

的に好調であったことがおわかりいただけるかと思います。

・その中で例えばカードは13.7％増加していますが、業況回復に伴う投資再開によるものと考え

ています。組立系製造も25.4％増と大きく伸びていますが、例えば自動車関連でディーラーマネ

ジメントシステムの売上高の計上がありました。また、流通では顧客接点、サービスではEC関

連等のシステムの仕事があったことによるものです。
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・次に、第1四半期の受注状況です。

・受注高は全体で前年同期比5.3％増加し、416億円となりました。カード系を中心として金融IT

サービスが牽引しました。金融ITサービスは今後もカード系を中心として、よい状況が続くので

はないかと考えています。

・産業ITサービスはほぼ横這いとなりましたが、オラクルやSAP関連で規模の大きな案件の引合

いもありますので、第1四半期は端境期のような形になりましたが、第2四半期には盛り返してく

ると見ています。

・期末受注残は消化が進んで約11％減少の614億円となりました。先ほど申し上げた工事進行

基準の適用案件の増加の影響等もあって減少しましたが、受注高の回復に伴って期末受注残

も戻ってくると見ています。
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・最後に通期業績見通しですが、第1四半期の状況が概ね期初計画に沿って進捗していると考え

ていますので、期初計画の変更はありません。

通期計画は売上高3,550億円、営業利益は215億円、当期純利益は100億円です。 なお、上期

計画はP.14に掲載のとおり、売上高1,650億円、営業利益90億円、四半期純利益45億円です。
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